
























 「嬉しくて泣いたのよ」           








































           ：スキーマ関係（シネクドキー） 
           ：拡張関係（メタファー） 
図 1 ネットワーク・モデル 籾山(2000)を基に作成 
 
ネットワーク・モデルでは、ネットワークにおける各々の節点（    ）が語の確立した
意味を表し、節点は、「スキーマ関係」（実線の矢印）と「拡張関係」（破線の矢印）という
2つの基本的なタイプの「カテゴリー化v関係」によって関連付けられる。 
 「スキーマ関係」は、[A],[B]をそれぞれ多義語の確立した意味とした場合、[[A]   [B]]
と標示され、[A]が[B]に対してスキーマvi的であり、[B]は[A]の詳細化、あるいは具体化され
たものであることを表す。このスキーマ関係は、比喩のシネクドキーviiに相当する。 

































































のです。                      吉田(1988) 































































































図 4 ノダの多義構造 
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